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知の広場（国際化対応）スケジュール 

日程（仮） 回数 項目 

10月2日（水）7・8時限 第1回 オリエンテーション／海外で学ぶ・働く 

10月9日（水）7・8時限 第2回 国際化アクティブラーニングの進め方 

10月16日（水）7・8時限 第3回 調査方法 

10月23日（水）7・8時限 第4回 報告書作成およびプレゼンテーション 

10月30日（水）7・8時限 第5回 海外勤務経験者による講演１ 

11月6日（水）7・8時限 第6回 海外勤務経験者による講演２ 

11月13日（水）7・8時限 第7回 助言 

11月20日（水）7・8時限 第8回 発表会 



本日の演習の進め方 

 先に調査方法について説明・講義を行います 

 それらが終了次第，各チームごとに作業を始めてくださ
い 

 この教室で実施しなくても構いません 

 やりやすい方法で作業を行ってください 

 食堂や空き教室などを利用してもOK 

 終了時間も各チームで決定 



調査方法（前回の復習） 

 調査の必要性 
 何かを主張しようとすれば，根拠がなくてはなりません 

 記者は記事を書くときには取材によって，研究者は論文を書くとき
には実験やシミュレーションによって主張内容の根拠を得ます 

 ある国で働くことの意義を主張しようとすれば，その国の実情，実際
にその国で働いている人の経験などを調べて根拠資料としなくては
いけません 

 どのような調査があるか？ 
 文献調査 

 図書館などへ・・・新聞記事，本，論文，雑誌 

 ネット調査 
 インターネットを利用・・・Google, Wikipedia （ただし，同じ情報に偏りが
ち） 

 ヒアリング 
 実際に海外体験のある人に聞く 

 自分の海外経験を述べる 

 



調査＝情報収集 

 新聞、テレビ、専門紙 

 インターネット 

 統計データ 

 展示会、カタログ 

 人に聞く（ヒアリング） 

 観察 

 当たり前に思っていることでも、注意すれば新たな発見がある 



ネット上の情報源 

 JETRO (日本貿易振興機構) 

 http://www.jetro.go.jp/indexj.html 

 ASEAN-Japan Center 

 http://www.asean.or.jp 

 AsiaSEED (NPO アジア科学教育経済発展機構) 

 http://www.asiaseed.org/ 

 JICA (独立行政法人 国際協力機構) 

 http://www.jica.go.jp/ 
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マーケティング・リサーチの手法（参考） 

 本格的に独自の調査をしたかったらマーケティング・リ
サーチの手法を使う 

 今回は時間が限られているのでやらなくても良い 

 しかし，一応，知っておいて損はない 

 マーケティングリサーチの手法 

 グループ・インタビュー 

 様々なアンケート調査 

 アンケートなどで気をつけるべき点 

(c) Prof. Kazuhiro FUKUYO, PhD, 2013 11 



フォーカスト・グループ・インタビュー 

（参考） 

 FGIとは、具体的な状況に即したある特定のトピック
について，選ばれた複数の個人によって行われる型
式張らない議論  
 グループの人数は6～12人のメンバーから成る比較的同質的
な人々である  

 よくトレーニングされた司会者（モデレータ）が、仮説と質問を
準備して、参加者の反応を引き出す  

 FGIの目標は、特定の話題について参加者の理解、感情、受
け止め方、考えを引き出すことにある  

 非常に多数の人々に対して応用できるような量的な情報を生
み出すものではない→FGIにおいては合意に至るということは
目標とはなりえない。目標は、それぞれの人々の視点を発見
し、また人々に異なった視点を表現することを促すことにある 

(c) Prof. Kazuhiro FUKUYO, PhD, 2013 12 



グループインタビューの設備（参考） 
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様々なアンケート調査（参考） 

 訪問面接調査 
 全国的な調査網あり 

 時間と費用の問題 

 郵送調査 
 回収数、回答の品質の問題 

 電話調査 
 簡単な内容の調査に向く 

 在宅率の問題 

 インターネットリサーチ 
 手軽に大規模調査 

 インターネット利用者に限られる 

(c) Prof. Kazuhiro FUKUYO, PhD, 2013 14 



電話調査の例：政党支持率(2013年) （参考） 

(c) Prof. Kazuhiro FUKUYO, PhD, 2013 15 
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NHK放送文化研究所 政治意識月例調査 

 調査対象：全国の20歳以上の男女 

 調査方法：電話法（RDD追跡法） 



インターネットリサーチの例（参考） 

(c) Prof. Kazuhiro FUKUYO, PhD, 2013 16 



アンケート（ダメなアンケート事例）（参考） 

ある環境保全の意識調査 

【質問1】環境は大事だと思いますか？以下の5つから
選んでください。 

強くそう思う‐そう思う‐どちらとも言えない‐そう思わない‐
強くそう思わない 

【質問2】環境保全のためにしていることは何かありま
すか。自由に挙げてください。（自由回答） 

 

（宮内泰介『自分で調べる技術』より抜粋） 

(c) Prof. Kazuhiro FUKUYO, PhD, 2013 17 



なぜダメか？（参考） 

 質問項目が稚拙 

 【質問1】よほどひねくれた人でなければ否定的な回答をしな
い。最初から結果のわかっている質問 

 【質問2】どういう方向のことを聞こうとしているのか？得られた
結果をどう分析するのか？ 

 そもそもこのアンケート調査でなにを明らかにしたいの
か？ 

 「環境保全」とはあいまいな言い方 

(c) Prof. Kazuhiro FUKUYO, PhD, 2013 18 



アンケート調査の注意点（参考） 

 アンケート調査をすると数字は出てくる 

 もっともらしい調査結果が得られるので、多くの調査機関がア
ンケート調査に走る 

 アンケート調査を行う条件 

 アンケート調査でないと分からない点がある 

 過去に同様の調査が行われていない 

 調査対象が絞られている 

(c) Prof. Kazuhiro FUKUYO, PhD, 2013 19 



今日からの宿題 

 調査を開始して下さい 

 先週から開始しているチームもあるかもしれませんが… 

 やりやすいところで作業を行ってください 

 この教室を出て別のところで行っても構いません 

 都合の良い時間帯，場所で 


